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社会福祉法人 大刀洗町社会福祉協議会 TEL・ FAX 77-4877
巨―mall:tachl― shakyo@kurume.ktarn.or.jp
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この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています
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V

社協だより38号で平成 19年度の共同募金実績報告を しま したが、今回大刀洗町における
配分金が決定 しました。

この配分金は、平成 19年度大刀洗BIで集められた募金から、県内の施設等に配分される『A
枠配分』と、同じく県内で行われている民間の在宅福祉サービス (配食サ下ビス

・入浴サービ

ス ・共同作業所)に配分される『A′ 枠配分』、大刀洗町における福祉活動の資金となる『B枠

配分』に分けられ、平成20年度に使わせていただきます。
今回、『B枠配分』を受けた太刀洗町社会福祉協議会では、皆様からの善意を大刀洗町の福祉

に還元できるよう、努めていきたいと考えております。

なお、平成 20年 度事業として大刀洗町社会福祉協議会が受けた配分金は下記のとおり活用
させていただきます。

配分合計  2,823,700円

○独居老人味噌配付事業 (大刀洗町連合婦人会 ) 70,000円

◎
行
政
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　
電
話
相
談
窓
口
●
２３
‐
２
６
１
０

婦人会による独居老人への味噌配布事業。お中元、お歳暮として配布。

○老人クラブ助成金 (老人クラブ連合会 ) 100,000円

町老人クラブ連合会への活動助成。

○老人クラブ連合会スポーツ助成金 (老人クラブ連合会 ) 70,000円

高齢者の健康維持と仲間づくりを目的に、グラウンドゴルフ大会等を行う。

○高齢者相互支援活動員助成金 (老人クラブ連合会 ) 50,000円

声かけ訪問などを行つている高齢者相互支援活動員の活動充実を図るための支援。

○身体障害者福祉協会助成金 (身体障害者福祉協会 ) 100,000円

身体障害者福祉協会への活動助成。

○福祉読本配布事業 (社会福祉協議会 ) 20,000円

県社協発行の福祉読本「ともに生きる」を福祉教育に活用してもらうため町内5年生に配布。

各50,000円○保育園福祉推進事業 (町内保育園・所 5園 )
園児の祖父母を園に招待し、園児との交流を図る。

○福祉協力校助成金 (町内各小中学校  5校 ) 各50,000円

地域の住民や高齢者と一緒に福祉活動などを行い、児童や生徒に福祉への関心を高めてもらう。

1,283,700円○ミニデイサービス事業 (社会福祉協議会)

公民館に外出の機会の少ない高齢者を集め、健康チエツクやレクリエーシヨン、会食等を行う。

○社協だより配布事業 (社会福祉協議会)                   450,000円
町全体の福祉への関心を高めてもらうために、福祉の情報を広報する。

○車イスバスケットボール大会支援事業 (ひばリカップ実行委員会) 50,000円

車イスバスケットチームを招き、小学生とのバスケットを通した交流を行う。

○母子寡婦福社会助成金 (大刀洗町母子寡婦福祉会 ) 100,000円

母子寡婦福祉会への活動支援

○障害児をかかえる親の会支援 (障害児をかかえる親の会 ) 30,000円

障害児をかかえる親の会への活動支援

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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～大刀洗校区自主防災会の取り組み～

「福岡県西方沖地震」から3年が経ちます。私たちの住む福岡県は、Lヒ較的地震が起

こりにくい地域だと言われていましたが、その常識が覆された出来事で |まなかったかと

思います。その反面、この地震を機に、『防災』に関する意識も高まり、福岡市を中心

に自主防災組織や災害時の要援護者リストの整備などが拡がつています。

大刀洗町では、平成 16年より大刀洗校区で『大刀洗校区自主防災会Jを立ち上げ、
災害に備え組織化や研修会等を行つています。設立以来、災害図上ヨ練や防災センター

での研修、災害時の役害」分担など区長・民生委員・地域のボランテイアを中心に活動し

てきました。

2月 28日 にはNPO法人ふくおか災害ネッ ト代表の酒
丼澄彦氏をお招き し、日本全国で起 こる災害をとお し

て、住民が主体となつた自主防災組織の重要性と必要性

をこ講義いただきました。

講義で |よ 、災害が起きたとき、まず 自分の身を守 り

(自 助 )、 次に皆でできることを し (共助 )、 その後行

政や肇察 消防が救出や避難所運営などに動き出す (公
助 )。 しか し、一番必要であると考えられる (公助 )の

部分が動き出すの は早 くても 2日 程度かかるそ うです。そ こで重要 になるのが住民自舅

が行う (共助)の部分です。災害時に一番被害に
遭うのが高齢者や障害者であつて、そういつた方

たちを災害から守るためには、地現で災害に対す

る意識を持ち、災害から住民を守る組織化をする

必要があるということで した。

福岡県は、台風や水害の被害もあ ります し、福

岡県西方沖地震の影量で壁固断層 による地震が

30年 以内に 6～ フ%の確率で起こるであろうと
いうことで した。

F災害は忘れた頃にやってくるJと よく言わ
れますが、起こつた後では遅いのです。災害に

対する備えは各家庭でも行っていることと思い

ますが、地城には誰かの助けがなければ災害を

乗り切れない人たちもたくさんいます。皆で助

け含って災害を乗り越えられる地期を作るため

にも、これから自主防災組織が必要になつてく

ることと思います。

(自主防災会代表の東原さん)

(ふくおか災害ネット代表 酒井氏)

この社償だよりは、共司雰tの配分金より発行しています
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社会福祉協議会役職員研修会 (2/7)
社会福祉協議会の役員及び職員で、他市町村社協の先進的な事業の視察のため、大分県中津市社

協本耶馬渓支所へ行きました。

中津市は、平成 16年に 1市 3町 1村で合併し、現在人□が約8.6万人 ・高齢化率24.4%と比
較的高齢化率の高い自治体です。その中で、今回視察した 日本耶馬渓町は人□約3.6千人 ・高節化

率33.3%と非常に高齢化が進んだ地区です。
ここで先駆的に行われている事業が、「ノSヽれあいネットワーク活動」と

「
4主民参力□型有償サービス」です。

「ふれあいネットワーク活lll」 は、大刀洗町でも行われている安否確認などを目的とした声かけ

訪間ですが、 「4主民参力□型有償サービス」は近隣でもあまり行つていない事業でしたので、この事

業を中心に研修が行われました。

この 「4主民参カロ型有償サービス」とは、自助 ・互助の精神を基調とした地期の
″
ボランテイア的

な
″
意識を持たれた人々 (協力会員)と、定額有料 (非営利)のサービスを必要として在宅で自立

した生活を営む人々 (利用会員)とが、地域に暮らす住民一人一人が、互いに助け合う社会の構築

を目指し、地瑚福祉の向上に寄与することを目的としたサービスです。まだ、福岡県内ではあまり

こういった事業は実施されてはいませんが、これからの地方自治のあり方が公助から住民中|らの自

助・互助という流れになりつつありますので、いずれ|ま考えていかねば

ならないことではないかと思います。

こうしヽった事業を行うには、まず、4主民同士の信頼関係や地城づくり

が基礎になければなりません。大刀洗町社会福祉協議会では、これから

も「小地戦福祉活動」と「ミニデイサービス」を中|らに地瑚づくりを進

めていきたいと思います。
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第 160ひ ばリカップ車椅子十
ミニバスケ ッ トボー′し大 (1/29)

平成 18年度 (平成 19年度事業)共同募金配分金事業

毎年共同募金の配分を行つている『ひばりカップ車椅子十ミニバスケツトボール大会』が 1月

20日 (土)大刀洗勤労者体弯センターにおいて開催されました。
町内外でミニバスケツトをしている小学生 10チームと車椅子バスケットボールチーム、その他
チーム関係者とその保護者など大製の方が集まり、車椅子バスケットやミニバスケツトを楽しみま

した。

子ども達にとっては、学校での福祉体験などで車イスに接することはあつても、その車イスのほ

とんどが介護用で、今回のような競技用の車椅子に乗るのは初め

てだつたようです。車イスの走らせ方やターンの方法などを参力□

チーム全員で体験し、それが一通り終わつたら、車イスバスケツ

トチームの方も混ざつてのゲームです。試合が開始すると、なれ

ない車イスの操1/Fでバスケツトどころではなし`ようすですが、終

盤になるとコツを掴んだのか、みんな動きが良くなつてシュート

も入るようになったようです。

車イスバスケットというスポーツをとおした交流から、子ども

達の障害や車イスに対するイメージも変わつたことと思います。

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行してtiます.
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母子寡帰福社会 親子料理教室
2月の母子寡婦福社会の活動は、親子料理教室を行いま

した。

中央公民館調理室にて、大人 15名 、子ども5名の参力□

で、矢永栄養土さんにこ指導を受け、ビビンバ
・揚げゴボ

ウのこまあえ ひじきのマリネ・ポークビーンズを1/Fり ま
した。また、子ども達はお母さんと一緒にハンバーグに玉

子スーブ、デザートに挑戦し、豪華なランチができあがり

ました。

その後は、みんなでおしやべりをしながらの昼食。自分

達の1/Fつ た料理に自画自賛しながら、なこやかな時間を過

こしました。

大刀洗町母子寡婦福社会では、年間を通していろいろな行事を

みんなで考え、楽しく意義ある会になるよう頑張つて活重力してお

りますので、皆さんのこ参bllお待ちしております。

問い合わせ先 大刀洗町社会福祉協議会 77-4877

■ ■■ :■ |■
=‐

■■■ ■‐●:■ ■        .

災センターで災害体 験
～ボランテイア連絡協議会視察研修～

去る 2月 21日 (木)大刀洗町ボランテイア連絡協議
会の会員 15名が福岡市民防災センターにおいて様々な
災害体験を通 して防災に関する研修をしま tノたo煙が充

満 した薄暗い迷路をぬける火災体験や、室内セッ トでの

震度 5 震度 7の地震体験は、訓練とわかつていても想
像以上の恐怖を感 じたり体が思うように動かなかつたり

で災害時の心理状態を体験することができま した。ま

た、現物大の火災映像を見ながらの模擬消火∃練は、自

分の体を使つて消火をするということがいざという時の

対処につながるとの事でした。

体験の後は防災についての講話を聞きました。その中からいくつかを紹介 します。

○見つかつていない活断層は多数あり地震はいつきてもおか

しくない、大型家具を固定したり窓にフィルムを貼るなど

日頃からの備えが大切

○救急車には限りがある、災害がおきたとき自分の身は自分

で守れるようにしておく

○自分の安全確保が最優先、自分が守れていないと当然人は

助けられない。

{2/23)

舞 1鷲

(じ ょうずに切れるかなあ・

(¬ 回体験しとくとよかもんね)

この社linだよりは、共同募金の配分金より発 l■ しています .
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ミニデイのページ

今月の掲載分は、どちらもお食事中のものですが・・・みんなで食べると

おいしさもひとしお。楽しげな様子がよく伝わります。

ほとんどの地区がこのような集まりがあつています。お誘い合わせの上、

どしどしご出席下さい。
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以前のミニデイで、スキヤキゲームをし、「みん

なで鍋をするのもいしヽかもね」という話が現実にな

り、今回の昼食はみんなでスキヤキを楽しみまし

た。

材料の野菜は、ほとんどが中川でとれた新鮮なも

の。―□ほおばればみんな笑顔がこぼれます。この

日はとでも寒い日でみなさん 「なかなか温もらんね

―」と言っていましたが、昼食を食べ始めたら「暑か | 窓ばあけよう

よ IJと、いつの間にかみんなの顔は真つ赤つか。
おかげさまで、心も体もぽかぽかになって、とでも楽しい1日を過こ

すことができました。

国大刀洗ミ
=デ
イ

表紙でも紹介しましたが節分にちなんで、2月は

ボランテイアさんの手作りの極太恵方巻きをみんな

で食べましたc「せ一の」の合図でみんな『ガブリ
ッ l」 。「おいしかね一」と言いながら皆さんその

ままパクパクと完食してしまいました。食事の後に

はもちろん豆まきです。「福|よ～うち、鬼|よ～そ

と」と、投げられる豆を足腰が痛いのも忘れて、皆で取り合います。―日の会の皆さんは本当に元気

モンばかりですねc皆さんに F福Jが訪れますように。
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この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。


